























































た (別宮 1977､上村 1997 )｡2モーラを単位とするリズム論は玉 ｡七調の定型詩研究か
ら出発し､外来語を受け入れた日本語の歴史からも観察できる｡さて､2モーラフットを
用いた書声合成の研究に石川 (1996､1997)がある｡石川 (1996､1997)ではテキス





(1989)､土岐 (1995)､土岐 (2002b)､鹿島 (1992)､鹿島 ･橋本 (1999､2000)な
どがある｡
2.3.リズム単位の区切り方


















ている｡3粕では ｢21｣｢② 1｣｢1②｣､4柏では ｢22｣｢2②｣｢②2｣｢②②｣｢1
② 1｣､5柏では ｢221｣｢2② 1｣｢②21｣｢②② 1｣｢1②2｣｢1②②｣｢21②｣｢②
1②｣のパタンが存在する｡
E表 2】各リズム単位に対する拍数及び音節数4)
CV(1) CsV(1) CVM(②) CVCV(2)
拍数 1 1 2 2






































リズムパタン 特殊拍種類 リズムパタン 特殊拍種類 リズムパタン 特殊拍種類
｢21｣ ×1 ｢22｣ ×1 ｢221｣ ×1
｢②1｣ ×4 ｢2②｣ ×3 ｢2②1｣ ×4
｢②2｣ ×4 ｢②21｣ ×4
｢②②｣ ×4×3 ｢②②1｣ ×4×4

















(21)､タパン (1②)､タンパイ (②②)､パタイパ (1② 1)､タパターパ (2② 1)､




畜節の種類 ･蓄節コンテキスト･蓄韻の種類 ｡蓄韻コンテキスト｣などが考えられる (石


















区別 性別 年齢 調査日 居住歴及び母方言 日本滞在歴 学習歴
N1 女 28 2004年7月 横浜(0.-25)-大阪(25-覗)
2005年2月
N2 男 37 2005年2月 奈良(0-18)-東京(18-23)-大阪(23-現)
2005年2月
K1 質 2ー 2004年7月 ソウル方言 2年 3年
K2 質 30 2005年7月 ソウル方言 2年 10年
K3 男 23 2005年7月 ソウル方言 4年 4年6ケ月
K4 男 3ー 2005年7月 ソウル方言 4.5年 10年
K5 女 24 2004年7月 ソウル方言 2年 7年
K6 男 30 2005年4月 ソウル方言 2年 3年
K7 男 23 2005年7月 ソウル方言 5年 5年6ケ月
3.1.3.収録及び分析基準
音声の収録は静かな部屋でDAT(44.1KHz) とヘ ッ ドセ ッ トマイク (AMCRON
CM311A)を使用した｡ヘッドセットマイクを用いることにより､唇 (蓄源)とマイクと
の距離を一定にすることが出来る.
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㌔ 性別 年齢 母方言 日本語教育経験 音声学受講
L1 女 45 東京方言 4年 有り
L2 女 28 大阪方言 4年 有り
L3 女 28 鳥取方言 2.5年 有り
L4 罪 55 大阪方言 2年 なし
L5 男 37 奈良方言 なし なし
L6 男 27 京都方言 2年 有り
























































K1 l38/152 90.8% 21/38…155.3% 97/114…85.1%
K2 137/168 81.5% 42/42:100.0% 91/126…71.4%
K3 130/168 77.4% 3/42!. 7.1% 20/105…19.0%
K4 106/168 63.一% 42/42…100.0% 85/126…67-5%
K5 152/152 100.0% 38/38:100.0% 108/114:947%
K6 91/168 54.2% 25/42邑59.5% 52/126…41.3%
K7 53/168 31.5% 42/42:100.0% 120/126;95,2%








② ｢②Q｣及び ｢先行母書が長いN｣のごとく超長吉節のように聞こえる :｢Kl｡
K2｡K3｣
(2)3泊の ｢21｣パタン
① リズム単位の境界または音節の境界に (Q)があるように聞こえる :｢Kl｡K3.
K6｣
リズム単位の境界及び書節境界に促蓄あるように聞こえたことにより､｢21｣




② 擬畜 (N)の先行母書が長く､超良書節になる :Kl｡K3
4.2. 4泊の場合
4柏のリズムパタンには ｢②②｣｡｢②2｣｡｢2②十 ｢22｣･｢l② 1｣パタンがあるO
この5つのパタンに対する正答率を こ表9】で示す｡
E表 9】リズムパタン別正答率 (4拍)
②② ②2 2② 22 1②1
K1 355/45677ー9㌔117/14680ー1% 84/1473,7% 38/38100.0% 147/152 96,7%
K2 428/504 84.9% 7ー/168 42,3% 111/12688.1% 42/42100,0% 129/168 76_8%
K3321/4866_5 4/1682,4%45/10542.9%21/2110.0%42/14729.3%
K4 407/50480.80 82/16848,8%111/12688% 42/42100.0% 92/16854.8%
K5 450/45698,7 13/15287.5%111/1497.4′a 38/38100.0%152/152 100,0%
K6 477/48398.8 97/16857ー7% 71/8484.5% 42/42100.0%156/168 92.9%




















② 2番目のリズム単位 ｢2｣の末尾にRが聞こえる (②2→② 1②):｢K2｡K4･
K6･K7｣
(3)4泊の ｢2(参｣パタン




① 1番目と2番目のリズム単位の境界に促書が聞こえる (1② 1→②② 1):｢K2｡
K3.K4.K6｣
② 語末のリズム単位 ｢1｣がRに聞こえる (1② 1→ 1②②):｢K4･K7｣
③ 特殊拍Nの先行母書が長くなり､超長苦節に聞こえる :｢K2･K3.K4｣


















































② 1 全体 竪 2 1 全体(SD) 1 ② 全体
N1平板 240 88 328 134 154 100… 388 168…205 373
N1頭高 229 79 308 l 暮129: 133; 79l 34ー 151: 186 337
N2平板 291 92 383 139; 152 97 388 l6日 247 40 8
N2頭高 267 82 348 133 139 83 354 153 204 357
76.6% 23.4㌔ (`盲希) 37.5% 39.1% 23.4% し1日 42.9% 57.1% ( 1層5)
K1 287 122 408 155 189 9 6 439 1 7 0 261 4 30
K2 358 127 485 170 200 133 502 180 325 505
K3 400 135 535 I333≡287 I135; 754i 293 I316: 608
431 182 614 171 180 120:471 203 362 565
K5 248 107; 355 I142…145:103 39016: 220 386
K6 303 7ー4: 478I 205 228: 129I 561 244 277 522

































話者 ②1パタン 21パタン(111) 1②パタン
N1平 N1頭 N2平 N2頭 N1平 N1頭 N2平 N2頭 N1平 N1頭 N2平 N2頭
K1
K2 * * * * *
K3 * * * * * * *
K4 * *** * *
K5 *
K6 * * ****** *



















































く ｢22｣パタンより長い時もあるが､短い時もある｡この ｢1② 1｣パタンのリズム単
126
偉 ｢1｣の平均持続時間及び比率を ｢22Jパタンの第-蓄節 ｡第二蓄節の持続時間及び

















話者 ②2パタン(②11) 2②パタン(11②) 1②1パタン
N1平 N1頭 N2平 N2頭 N1平 N1頭 N2平 N2頭 N1平 N1頭 N2平 N2頭
K1
K2 * * * *
K3 * * * * * * * * * * * *
K4 * *
K5
K6 ** * * * * *

























に異なるが､特に同じ構成を持つ ｢② 1｣と ｢1②｣パタン及び ｢②2｣｡｢2②｣パタン
では後者の ｢1②｣と ｢2②｣パタンの持続時間が前者の ｢② 1｣と ｢②2｣パタンの持



























ことである｡鹿島 ｡橋本 (2000)では学習者の特徴として3指の ｢21｣パタン｡4柏
















































































2) 土岐 (1995)はS/L､鹿島 (1999､2000)はリズムユニット1/リズムユニット2､上村 (1997)
はビートの用語を用いている0























12)〔表 12】の ｢1②｣パタンおよび 【表 14】の ｢1② 1｣パタンの持続時間と比較｡
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? ? ? ? ? ? ?
如1平板 2 0.73 N1平板 2 0.69 M辛板 1 1.15 0.74 N1平板 1 1,22
N1頭高 2 0.69 N1頭高 2 0,60 N1頭高 1 1.02 0_61 N1頭高 1 1.23
N2平板 2 0.63 N2平板 2 0.67 N2平板 1 1.09 0.70 N2平板 1 1.54
N2頭高 2 0.61 N2頭高 2 0.61 N2頭高 1 1.04 0.62 N2頭高 1 1.33
@ 1 2 1 1 1 1 1 ②
K1 2 0.85 K1 2 0.56 K1 1 1.22 0.62 K1 1 1.54
K2 2 0.71 K2 2 0.72 K2 1 i_18 0.78 K2 1 1.81
K3 2 0.68 K3 2 0.44 K3 1 0.86 0.41 K3 11.08
K4 2 0_85 K4 2 0.68 K4 1 1.05 0.70 K4 1 1.78
K5 2 0.86 K5 2 0.72 K5 i 1_02 0.73 K5 1 一.33
K6 2 1.15 K6 2 0.59 K6 1 1ー11 0.63 K6 1 1.14
K7 2 1.40 K7 2 1.13 K7 1 一.08 1.18 K7 1 1,33
2 -.イ 2 ∃2 ∃F ワ汚.-w 1リズム単位
1-.-.m-二一- 1 +∴ ∃1 書..㌔-- -.～.一～>心～ー 【
0 0 0
② リズム単位 2 リズム単位 一 曲 1
3 書3 3 ≡E∃3
2 ≡喜2 -----.-. 2 ≡ 2















































































































































































































































































































































































N1平 1 1.16 1.45 N1平 2 1.34 N1平 2 1.43 N1平 11.53 0.52
N1頭 1 1.13 1.33 N1頭 2 1.25 N1頭 2 1.36 N1頭 11.50 0_55
N2平 1 1.20 1.61 N2平 2 1.47 N2平 2 1_43 N2平 ー 1.93 0.57
N2頭 1 1.14 1.46 N2頭 2 1.37 N2頭 2 1.30 N2頭 11.81 0.53
1 1 (2) 2 (2) (2) (2) 1(2) 1
K1 1 1.26 1N53 K1 2 上36 K1 2 1.89 K1 11.63 0.66
K2 1 1.21 1.94 K2 2 1.76 K2 2 1.66 K2 12.13 0.58
K3 1 1.04 0.95 K3 2 0.93 K3 2 1.59 K3 12.27 1.02
K4 1 1.17 1.80 K4 2 1.66 K4 2 1.57 K4 1i.19 0.39
K5 1 1.18 1.47 K5 2 1.35 K5 2 1.57 K5 11.46 0.58
K6 1 1.10 1.60 K6 2 1.52 K6 2 一.76 K6 11.45 0.72
K7 1 1.14 I.70 K7 2 1.59 K7 2 1.75 K7 1 1.26 1.05
ト i E1i . i1 E 旺 盛 -二 重
賀0 1 音義 (2) ≡ …o 喜 Ho †套≡ 2リズム単位 (2' (2)リズム単位(2) ≡ 1｣ 二 .帆.月ズ 地 位 1
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